
 

               

 

 

 

 

 
障害支援区分認定調査及び審査会資料作成業務に AI 活用 

～和歌山市が技術開発を共創し、福祉分野の DX を推進～ 
 

和歌山市と株式会社 Jinは、障害支援区分認定調査等に AIを活用したシステム共創に関

する連携協定を締結します。 

本協定は、「障害支援区分認定調査及び審査会資料作成業務」において、AI技術を活

用した事務支援の在り方を検討・構築することを目的に、連携協定を締結することと

し、次のとおり協定締結式を執り行います。こういった一連の流れにおいて AIを導入し

ている事例は「政令指定都市及び中核市初」となり、先進性の高い取り組みである

と言えます。 

 

【協定締結式】 

１ 開催日時 令和８年８月２０日（木）午前１０時３０分から 

 

２ 開催場所 和歌山市役所本庁舎４階 市長室  

 

● 本協定締結の意義 

  和歌山市における障害福祉分野の障害支援区分認定調査及び審査会資料作成業務につい

て AIを活用しながら業務の効率化と実務全体の生産性の向上を図る可能性を検討・構築し

ていくものです。目指すものは、認定の判断そのものを AIに委ねるのではなく、調査員が

行う判断を前提としつつ、認定調査に伴って発生する整理、記録、書類作成といった業務

の支援であり、職員が本来より時間を使うべき確認や判断に集中しやすい環境を整えるこ

とです。 

  その結果として、市民が必要な障害福祉サービスをより早く、より円滑に提供できる状

況を構築していくことに意義があると考えています。 

 

● AI導入による業務効率化の効果（全件数 AI利用した場合） 

 

◆作業時間の比較（１件当たり） 

・現在：約３時間３０分 

・AI導入後：約１時間５０分 

・削減時間：約１時間４０分 

 

◆年間削減効果 

・２，０００時間の削減 

※年間調査想定件数：約１，２００件 

担 当 課 障害者支援課・保健対策課 
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